
【リスク評価基準】

１　過去の経験

基準

有り

２　発生可能性（発生頻度）

基準

3 高い

2 中程度

1 低い

３　影響度

基準

４　リスク対応策の難易度

基準

3
時間をかけ
て取組むべ
きもの

リスクに対応するためには予算措置
や制度（又は要綱）改正等が必要と
なるなど、ある程度時間をかけて取
り組む必要がある

2 中程度
すぐにはリスクへの対応ができない
が、年度内には対応できる

1 容易 速やかに対応できる

基準の考え方

おおむね3年の間に、不適切な事案が発生した（財務会計検査や予備監査時において指摘事
項等を受けた。）

基準の考え方

基準の考え方

重大

（ほぼ毎月発生する）

（数ヶ月に1回程度発生）

（年に１回程度発生）

・事務処理マニュアル等の整備又は見直し
・チェックシート等の作成又は見直し
・事務分担の見直し

・研修等への参加及び実施
・マニュアルや事務フロー等の再確認
・定期的又は複数人によるチェックの実施
・所属内での情報共有及び担当者間での引
継ぎの徹底

リスク発生により、その影響は部局を超えるものの、県組織内で対応等できるもの

所属内又は部局内にのみ影響

リスク発生により、その影響は所属内又は部局内（制度所管課を含む）に限られ、
その中で対応等できるもの

想定される対応策の一例

・体制の整備又は見直し
・制度等の構築又は見直し
・システム等の改修

基準の考え方

3

2

1

県の組織以外の第三者にも影響

リスク発生により、第三者に多大な金銭・物的損害のほか、県の社会的信頼・信
用・名誉等を著しく失墜させるもの

他部局（県の組織内）に影響

中程度

軽微

資料５


